
（１）中央職業能力開発協会 主催

① 第70回理事会・第44回通常総会　　　　　

② 九州ブロック専務理事・事務局長会議

（２）九州ブロック職業能力開発協会連絡会議 主催

① 専務理事・事務局長及び総務担当者会議 令和5年 9月14日 大分県

② 訓練担当者・検定担当者会議 令和6年 2月15日 沖縄県

163

第44回通常総会

令和5年5月29日（月） グランデはがくれ（佐賀市）

議
案
等

・令和４年度事業報告、収支決算
・令和５年度事業計画（案）、収支予算（案）
・役員の選任（案）

4 3

退会会員数 0  0 3 4 2

164

第78回理事会

2 1

年度末会員数 163 165 163

第77回理事会

令和5年5月29日（月） グランデはがくれ（佐賀市）

議
案
等

・第44回通常総会に提出する議案について
　　令和４年度事業報告、収支決算
　　令和５年度事業計画（案）、収支予算（案）
　　役員の選任（案）

令和5年4月28日（金） 協会会議室

監
査

・令和４年度事業報告書、収支決算書
・貸借対照表、財産目録
・証拠書類、会計帳簿一式　など

Ⅰ　総務関係

［令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日］

１．総会・理事会等の開催

内  容 期日

監事監査

開催場所

令和５年度　　事 業 報 告

令和5年 6月20日 東京：川平専務理事

令和6年 2月13日 Zoom：川平専務理事

令和6年3月22日（金） グランデはがくれ（佐賀市）

議
案
等

・令和５年度事業概要報告、最終予算
・令和６年度事業計画（案）、収支予算見通し

３．各種会議への参加

２．会員数の動き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

入会会員数 12



（１）技能尊重の機運醸成

日　時

会　場

表彰者

日　時

会　場

（２）生涯職業能力開発の普及・促進

日　時

会　場

参加者

Ⅱ　職業能力開発関係
１．職業能力開発普及促進事業

　① 令和４年度後期技能検定技能競技大会成績優秀者表彰式

　② 令和５年度佐賀県職業能力開発表彰式の開催

　クランデはがくれ（佐賀市）

　令和5年12月15日（金）　　10:30　～　11：30

　演　題『長く働きたい職場とは』

　技能・技能士の社会的評価を高め､技能尊重機運の醸成を図るため、令和４年度後期技能
検定成績優秀者の表彰式を県と共催で開催した。

　③全国技能士会連合会会長長表彰

　①県知事表彰（優秀技能者、技能検定関係）

　令和5年5月23日（火）　　14:30　～　15：00

　佐賀県庁旧館　正庁（佐賀市）

　令和4年度後期技能検定成績優秀者

　技能及び職業能力開発に対する社会の認識を高め、職業能力開発の啓発と技能尊重機運
の醸成を図るため、優秀技能者等の表彰式を県と共催で開催した。
　なお、当日は、厚生労働大臣表彰及び中央職業能力開発協会会長表彰の伝達式も合わせ
て実施された。

　②県職業能力開発協会会長表彰（技能検定関係）
表彰者

　④令和5年度前期技能検定成績優秀者

　① 職業能力開発推進者経験交流プラザ

内　容
　講　師：キャリアみそコ代表　陣内　幸史郎　氏

（１）認定職業能力開発校校長会議及び事務担当者会議

日時：令和5年4月21日(金）13:30～15:00
会場：「グランデはがくれ」(佐賀市）
 ・令和5年度佐賀県職業能力開発協会事業計画（認定職業能力開発校関係）
 ・令和4年度認定職業能力開発校運営事業結果について
 ・令和5年度認定職業能力開発校運営補助金交付申請及び補助事業の運営について
 ・令和5年度認定職業能力開発訓練校の事業計画について
 ・認定職業能力開発校事業運営の状況及び意見交換等

（２）九州ブロック認定職業能力開発校校長会議

日時：令和5年12月5日(火）
会場：「ニューウェルネスシティ宮崎」(宮崎市）
 ・講演Ⅰ「人材育成の取り組み」
     講師：(株)キサヌキ　取締役　広瀬　将氏
 ・講演Ⅱ「技能士会としての活動報告」
 　　講師：㈱東海グリーンワークス代表取締役　西府　茂樹氏
参加者：各県認定校校長他　51名（佐賀県からは、認定校3名、協会2名が参加）

２．認定職業能力開発校との意見交換等

  19名（会場参加者10名、オンライン参加者9名）

　クランデはがくれ（佐賀市）

　令和5年11月28日（火）　　13:30　～　16：30



実施日

会　場

修了者

講　師

内　容

コース

日　時

　17名

　② 各種講習会

指導員研修 自社 1回 20名

品質管理研修 自社 1回 12名

新入社員フォローアップ研修 自社 1回

1回 12名5年目研修 自社

全社員マナー研修

集合

自社  8名

　佐賀県立産業技術学院指導員　他

（２）職業能力開発関連講習会

　２コース（①「人への接し方」　②「仕事の教え方」）

自社研修 6回 49名

　職業訓練原理、教科指導法、関係法規　など

　① 監督者訓練＜ＴＷＩセミナー＞

　職場の第一線の監督者を対象に「監督者に求められる部下の指導技能・技法」の習得を
目的に講習会を実施した。

　令和5年4月～令和6年3月の間で随時実施

開催回数
【集合研修会場】
・メートプラザ佐賀

合　計 12回 95名

集合 2回  53名

管理職研修

３．研修会の実施

1回

6回

受講者数

中堅社員研修

回数

  92名新入社員研修

研修名

集合研修

区分

　佐賀県教育会館（佐賀市）

2回

回数

受講者数

1回

1回

2回

自社

形態

56名

自社

 20名

50名

令和5年10月24日(火) ～ 10月27日(金)、10月30日(月)、10月31日(火)

46名

新入社員研修

（１）職業訓練指導員免許資格取得講習（48時間講習）

　職業能力開発促進法に基づき職業訓練指導員として必要な指導法等に関する講習会を実
施した。

　階層別、職能別に応じた能力のスキルアップや自己啓発の支援を目的に、一堂に会し
た”集合研修”又は直接事業所に出向く”自社研修”を実施した。

経営幹部研修 自社 1回 7名

生産性向上支援訓練「業務効率化のための時間管理」 自社 1回 7名

コミュニケーション研修研修 自社 1回 14名

ビジネスマナー研修

3回

リーダー研修

自社

自社

 12名

 10名

 34名

中堅社員リーダー研修

自社

4回

アンガーマネジメント研修 自社 1回 15名

新規内定者入社前研修 自社 1回  15名



日　程

主会場

参加職種

電工：1名　　　　旋盤：1名

フライス盤：1名　日本料理：1名

競技結果

日　程

主会場

参加職種

派遣人員 造園：2名

競技結果

４．技能向上対策

（１）技能五輪全国大会への参加

　令和5年11月17日（金）　～　11月19日（日）、21日（火）

　愛知県（愛知県国際展示場）など

　4職種

派遣人員
　4名

―

（２）技能グランプリへの参加

　令和6年2月23日（金）　～　2月26日（月）

　福岡県北九州市（西日本展示場）など

　1職種

　2名

―



実施職種（作業） 32（48） 27（28） 49 (70)

３    級

単一等級

594 338 56.9 446 334 74.9

　令和5年8月25日
(金属処理を除く3級職種が対象)

合  格  発  表 　令和6年3月8日
　令和5年9月29日

　*令和5年10月25日（造園工事）

（２）実施職種

区分 前期 後期 合計

4 3 75.0

172 135 78.5 159 130 81.8 159 140 88.1

5 2 40.0 5 2 40.0

－ － － － －

182 136 74.7 215 112

166 81 48.8 100 66 66.0 154 86

251 120

１．定期技能検定

－
特    級

52.1

55.8

47.8

Ⅲ　技能検定関係

　令和6年1月21日・28日

　令和5年11月27日

　令和5年10月2日～10月13日

後        期前        期

問題公表

受  検  受  付 　令和5年4月3日～4月14日

　令和5年5月30日

　令和5年6月6日　～
　　　　　　令和5年9月10日

　*令和5年10月4日（造園工事）

　令和5年7月9日/8月20日

実技試験
実施

　令和5年12月4日　～
　　　　　　令和6年2月11日

学科試験 実施
　　　　 8月27日/9月3日 　　　　 2月4日

（１）実施日程

※但し、作業区分のない特級25職種を除く

（３）実施結果

　①　前期

区分

受
検
申
請
者
数

技
能
検
定

合
格
者
数

合
格
率

学科試験 実技試験

受
検
者
数

技
能
検
定

合
格
者
数

合
格
率

受
検
者
数

技
能
検
定

合
格
者
数

合
格
率

％ 人 人 ％

－ － －

１    級

２    級

人 人 ％ 人 人

合　計

　　　　　　※（　　）は五輪に係る申請者で外数

532 341 64.1
(4)



58.7 58.9合格率 60.3 62.8 58.6 57.4 56.5 52.2 60.4 66.8

合格者 977 1016 804 847 827 781 888 422 795 632 654

1,621 1,618 1,371 1,476 1,463 1,496 1,470 632

％

15

３    級

単一等級

517 316 61.1 456 342 75.0

－ － － －

489 335 68.5

特    級

56

7 50.0 13 12

人 人 ％ 人 人 ％ 人 人

－ －

(1)

14

62.9

117 50 42.7 82 61 74.4 109 56 51.4

100 52 52.0 82 51 62.2 89

92.3

278 211

－ － －

区分

受
検
申
請
者
数

技
能
検
定

合
格
者
数

合
格
率

学科試験 実技試験

受
検
者
数

技
能
検
定

合
格
者
数

合
格
率

受
検
者
数

技
能
検
定

合
格
者
数

合
格
率

　②　後期

7 46.7

１    級

２    級

合　計

　　　　　　※（　　）は五輪に係る申請者で外数

〇　前期・後期合計

全体合計 1,111 654 58.9 902 676 74.9 1,021 676 66.2

75.9285 207 72.6 278 223 80.2

 受検申請者数

（４）技能検定受検申請者等の推移（基礎級・随時級・五輪を除く）

　令和5年度受検申請者数は1,111人で、前年度から34人増となった。

（単位：人、％）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

1,329

59.8

1,077 1,111



10 2 0 66 78 1 10 464H29 19 60 26 62 0 5 61 64

H26 15 51 16

H28 24 64 23 69 2 0 79 56 11 0 2 75 61 0 9 475

4,322176 529 163 498 6 15 777 601 42 13 13 566 672 2 31 218

20 57 11 38 0 108 55 3 2 0 30 20 3440 0

43818 58 7 42 0 0 126 62 3 5 0 36 81 0 0

0 345

0

25710 0 2 39 0 0 76 50 7 0 0 1 72 0 0

36 038

54026 82 20 44 0 3 86 93 4 0 3 76 96 1 6

47112 50 27 51 2 3 78 110 3 0 2 48 85 0 0

計

R5

R3

R2

R1

H30

R4 14 47 14 31 0 0 112 50 1 2 0

機
械
製
図
C
A
D

電
子
機
器
組
立
て

配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て

シ
ー

ケ
ン
ス
制
御

大
工
工
事

鉄
筋
組
立
て

左
官

機
械
系
保
全

計

15 0 2 3 85 74 0 0

（単位：人）

（５）技能検定３級受検申請者（高校生）の推移

 ・技能検定受検者対策として、高校生等を対象とした３級受検を推奨している。

作業名

造
園

園
芸
装
飾

フ
ラ
ワ
ー

装
飾

普
通
旋
盤

フ
ラ
イ
ス
盤

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

機
械
検
査

ﾃ
ｸ
ﾆ
ｶ
ﾙ
ｲ
ﾗ
ｽ
ﾄ
ﾚ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ

手
書
き
/
C
A
D

218 548

H27 18 60 17 72 1 4 33 46 0 0 3 111 69 0 6 440

50 1 0 18



　

○ 基礎級　技能検定申請者等の推移

323

R1

（単位：人、％）

263

268

230

5

6.6

46

116

32.8

99.4 99.6 98.2 95.6 98.4 95.9 98.3

524

〇 随時２級技能検定は平成29年度から実施され、本県では令和元年度に初めて申請
　があった。今年度は、例年より大幅に増加した。（本検定は、技能実習３号終了ま
での間に実技試験の受検が義務付けられている。）

〇 随時３級技能検定申請者は、平成29年に技能実習法が施行されて以降、技能実習３
号へ移行するための受検申請が増加の傾向にあったが、新型コロナウィルス感染拡大
防止措置の入国制限を受け、令和3年度の基礎級受検申請が大幅に減少したことによ
り、令和5年度が対象となる随時３級受検者が減少した。
（随時３級の実技試験に合格した場合、１ヶ月以上の帰国後、更に２年間技能実習を
継続できるようになり、技能実習生として合計５年間の在留が可能である。）

○ 随時２級 技能検定申請者等の推移　

98.1

２．随時級技能検定（外国人技能実習生）

H25

275

269

H26

331

318

H27

337

334合格者

受検申請者数

H23 H24

315

306 361

（１）基礎級　技能検定実施状況

368

R5

523

R2

495

249

98.1

　基礎級技能検定申請者は、新型コロナウィルス感染拡大防止措置の入国制限解除を
受け、令和４年10月から試験を再開した。

473

R3

532650

490

493

638

H29H28

184

181

R4

366

351

H30

490

488

97.1 97.8

（２）随時２・３級技能検定実施状況

- 53 174 234

96.1 99.1

合格率 33.3 10.1

実技のみの合格者

合格者 4 7 0

0.0

71

合格率

実技のみの合格者

H29 H30 R1

38.6

221合格者 4 64 132 172 154

合格率 100 46.7 41.5 38.2 35.6

R2

R1 R2 R3 R4 R5

受検申請者数 12 69 94 76 209

56

36.4

96

（単位：人、％）

（単位：人、％）

R3 R4 R5

受検申請者数 4 137 318 450 433 573 354 154

0

0.0

121

○ 随時３級 技能検定申請者等の推移

H28



〇　随時級試験の実施結果（令和５年度）

0

作業名職種

（単位：人、％）

0 0.0 1 0 0 -

0 0 - 0

6 6 100.0 1

0

かわらぶき かわらぶき 2 2 100.0 0 0 - 0

0 - 0 1 0 0.0

3 0 0.0 3

建築大工 大工工事 6 5 83.3 0

ボード仕上げ工事 4 4 100.0 1 0 0.0 1
内装仕上げ施工

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事 - 00

0

表装 壁装 3 3 100.0 0 00 - 0 0 0 -

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工 ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事 5 5 100.0 0 0 - 0 1

0

鋳鉄鋳物鋳造 6 6 100.0 0.0 2

構造物鉄工 5 5 100.0 1 0 0.0 1

0 0 2 0

6 0 0.0 1

-

0.0

0 0.0

4 0 0 -

0

0 0.0 0マシニングセンタ 4 4 100.0 0 0 -

0 - 0

フライス盤 2 2 100.0 - 00 0 0

数値制御旋盤 7 7 100.0 3 1 33.3

0

0 0 - 0

0 - 0 0 0 -

6 6 100.0 0 0

3

印刷箱打ち抜き 4 4 100.0 4 4 100.0 0

0 - 0 3 0 0.0段ボール箱製造 4 4 100.0

0.0 1

3 0 0.0 3

- 0 0 0 - 0

7 7 100.0 0 0

0

靴下製造作業 3 3 100.0 5 3 60.0 2

1 7.1 13 0 0 -

- 0 1 0

2 0 0.0 2

工業包装 工業包装 60 60 100.0 14

型枠施工 型枠工事 32 32 100.0 3 0 0.0 3

0左官 左官作業 3 3 100.0 4 4 100.0

とび 50 48 96.0 6 82 33.3 4 8 0 0.0

0 - 0 0 -

0

2 0 0.06 100.0

3

4

0 0.0

4 100.0 0

0 -

0

0

機械組立仕上げ 1 1 100.0 0 10 - 1 1 0 0.0

2治工具仕上げ 6

石張り 1 1 100.0 0 0

プラント配管 0 0 - 2 0 0.0 2

0 - 0 0 0 -

0

建築配管 -0

2 100.0 - 0

手積み積層成形 3 3 100.0 2 2 100.0

0 0 - 0 0 0

0 0 0 - 0

0 0.0 17射出成形 50 50 100.0 28 6 21.4 22 26

0 0 - 0

かまぼこ製品製造 8 8 100.0 4 04 100.0 0 0 0 -

0.0

3 3

0

ﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ･ﾍﾞｰｺﾝ製造 ﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ･ﾍﾞｰｺﾝ製造 37 37 100.0 33 210 30.3 23 3 0 0.0

紳士服製造 紳士既製服製造 13 13 100.0 0 0

0

0 0.0 0

0

婦人子供服製造 婦人子供既製服縫製 74 74 100.0 25 15 60.0 9

0 - 0 0 0 -ダクト板金 100.0 0

塗装
- 0 0 0 -

0.0 2 0 0 -

0.0 17

鋼橋塗装 2 2 100.0 0

建築塗装 3 3 100.0 2 0

0

噴霧塗装 7 6 85.7 4 0 0.0 4 1

0

申
請
者
数

合
格
者
数

合
格
率

実
技
の
み
の

合
格
者

申
請
者
数

合
格
者
数

0 73 0

0 0 - 0 0

鉄筋組立て 36 32 88.9 3 110 0.00 0.0 3 13

0 0 - 0 0 - 0 0

0 0 - 0

0 0 -

0 0

0 1

14 13 92.9 4 0

0.0 1

普通旋盤 4 4 100.0 - 00 0

電子機器組立て 4 4 100.0 1 0 0.0 1 1 0

帆布製造 0 0 - 0 0 - 0

基礎級 随時３級 随時２級

申
請
者
数

合
格
者
数

合
格
率

合
格
率

実
技
の
み
の

合
格
者

金属塗装 20 20 100.0 0 0 -

0 - 0

インフレーション成形 2

パン製造 パン製造 5 5 100.0 0 0 - 0

0

機械板金 15 15 100.0 0 0 - 0 5 0 0.0 5

0 0

0 -

41 0 0.0 34

33 0

工場板金

水産練り製品製造

プラスチック成形

強化プラスチック成形

石材施工

配管

仕上げ

靴下製造

印刷

とび

帆布製造

製本

紙器・段ﾎﾞｰﾙ箱製造

鉄筋施工

機械加工

鋳造

鉄工

家具製作 家具手加工

オフセット印刷

製本

金属プレス加工 金属プレス

印刷箱製造

電子機器組立て

0

開閉制御器具組立て 0 0 - 0 0 - 0 2 0 0.0 2

0 0

0 - 0

0

-

0.0

電気機器組立て
配電盤・制御盤組立て 3 3 100.0 0 0 - 0

0

-

100.0

0

- 0 3 00 3

0 0.0 121合　　　　　計 532 523 98.3 154 56 36.4 96 209

1 0 0.0 0

熱絶縁施工 保温保冷工事 2 2

機械検査 機械検査作業 0



４．ビジネス・キャリア検定試験

　受験者数は昨年度は142人であったが、本年度は97人で32.2％の減となった。

97

R5

401

325

-

726

R5

0

38

52

7

３級

２級

１級

-

413545

413

（単位：人）

○ コンピュータサービス技能評価試験申請者数の推移

448

- -ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ部門

表計算部門

-

494

686

330

1,103 1,094 961

３．コンピュータサービス（CS）技能評価試験

   受験申請者数は昨年度は686人であったが、本年度は726人で6％の増となった。

申請者数 合格者数 合格率

325 300 92%

401

0

131

322 80%

0%

60%

0

79

３級

１級

１        級

270 243 90%

表計算部門

２級

ﾜｰﾌﾟﾛ部門

Ｈ30

558

49 80%

0 0 0%

R3

425

Ｈ28

61

264 251 95%

１        級

合　計

前        期

　令和6年3月15日

　令和6年2月18日

　令和5年10月2日～12月8日

367

合 格 発 表

試 験 実 施 日

　（１）日程

（データベース部門は平成28年度末で廃止）

R2

516

Ｈ29

809

356

R4

- -

受 験 申 請

　令和5年12月8日（1級）　　　

　令和5年11月6日（2・3級）

合　計

（単位：人、％）

ワープロ部門

R1

169

Ｈ29

128

1

82

45

0

Ｈ28

5

108

55

1

計

BASIC級

３   級

２   級

１   級

598

125

0

81

44

0

Ｈ27

49

1

（２）ビジネスキャリア検定試験申請者数の推移

43

86%

Ｈ27

375

788

396

R1

後        期

（単位：人）

726 622

R4

964 792

473

0 2

　令和5年10月1日

　令和5年4月10日～7月14日

37

61

488

142144

8

77

59

0

Ｈ30

176 155

5

99

51

0

3

123

R2 R3

0

36

79

37

152

1



Ⅳ　厚生労働省委託事業（若年技能者人材育成支援等事業関係）

（１）地域における技能振興事業

①　技能五輪全国大会県予選の実施　　「日本料理」１１名参加

②　若年者ものづくり競技大会への参加支援の実施　　選手３名、指導者３名

③　技能五輪全国大会への参加支援の実施　　選手３名、指導者３名

　　　　　　　　　　　　　　　

（２）ものづくりマイスター等活用事業

①　ものづくりマイスター等の認定・登録　

　　　ものづくりマイスター認定　７人（５職種）

②　ものづくりマイスター等の活用に係る業務

　　・ものづくりマイスターの企業・団体及び職業系高校への派遣による実技指導

　　　　企業・団体　　　のべ　　４３６人受講

　　　　職業系高校　　　のべ　　６４７人受講

　　　　　　計　　　　　のべ１，０８３人受講

　　　SAGAものスゴフェスタ　　　のべ　　　１，３９５人受講

　　　産業技術学院祭　　　　　　のべ　　　　　２３１人受講

　　　　　　計　　　　　　　　　のべ　　　１，６２６人受講

④　若者に対する「ものづくりの魅力」発信の実施

　　　サポートステーション支援対象者　　　のべ　２２人受講　

　　　小中学校等の児童・生徒　　　　のべ　１，０４８人受講　

　　　　　　計　　　　　　　　　　　のべ　１，０７０人受講

⑤　熟練技能者による企業・団体及び職業系高校等への派遣による実技指導等実施

　　　　企業等　　　のべ　　１１２人受講

　　　【ものづくりマイスター活用事業受講者数計 (②＋③＋④)=３，７７９人】

（３）連携会議の設置・運営

　

　　第１回目　令和５年　５月１８日　　アバンセ

　　第２回目　令和５年１２月２０日　　グランデはがくれ

③　ものづくりマイスターによる公共施設や民間施設のイベントエリア等への派遣
　による実技指導実施

　　行政、労使団体、教育機関関係者等をメンバーとした連携会議委員会を開催し、当該
　年度の推進計画の策定や実施状況等について審議



当初予算額 補正額
最終予算額

(a)
決算額

 (b)
差　　額
  (a-b)

摘　　　　要

千円 千円 千円 円 円

49,297 675 49,972 49,972,000 0

49,297 675 49,972 49,972,000 0

 ｱ. 管理費補助金 25,540 0 25,540 25,540,000 0

 ｲ. 事業費補助金 23,757 675 24,432 24,432,000 0

 （うち若者検定料減免） （1,337） (△365) （972） （972,000） （0）

11,369 △ 3,674 7,695 7,695,000 0

11,369 △ 3,674 7,695 7,695,000 0 検定料減免分

29,289 △ 295 28,994 29,528,600 △ 534,400

169 92 261 261,800 0

 ｱ.48時間講習 169 92 261 261,800 0

29,120 △ 387 28,733 29,266,800 △ 534,400 （基礎級受検者の増）

 ｱ. 学科試験手数料 5,924 △ 1,137 4,787 4,811,200 △ 24,800

 ｲ. 実技試験手数料 23,196 750 23,946 24,455,600 △ 509,600

10 0 10 273 9,727 預金利息等

0 0 0 0 0

89,965 △ 3,294 86,671 87,195,873 △ 524,673

1,300 0 1,300 1,290,000 10,000

140 260 400 384,193 15,807

6,133 1,542 7,675 8,885,063 △ 1,210,063

296 0 296 246,520 49,280

1,008 0 1,008 1,219,680 △ 211,680

2,805 1,542 4,347 5,061,100 △ 713,900 （講習受講者の増）

2,024 0 2,024 2,357,763 △ 333,763 （県委託事業の増）

1,000 △ 1,000 0 0 0 技能者育成基金

2,356 0 2,356 2,356,006 0

10,929 802 11,731 12,915,262 △ 1,184,256

100,894 △ 2,492 98,402 100,111,135 △ 1,708,929

令和５年度 一般会計 収支決算書

 １　補助金

 ２　県単独補助金

 ３　事業収入

 (1) 職業能力開発協会補助金

 (1) 職業能力開発協会補助金

(収　入)

科　　　目

 (2) 技能検定等事業収入

 ４　雑収入（対象内）

 (1) 職業訓練振興事業収入

 ３  対象外事業収入

 (1)  BC検定試験手数料

 (2)  ＣＳ技能評価試験手数料

 (3) 管理監督者訓練等受講料

 ５　特定預金取崩収入

補助対象 事業収入計

 １　会費収入

 ２　諸収入（対象外）

 ４　特定預金取崩収入

 ５　繰越金

補助対象外 事業収入計

合   　　  計

 (4) 技能士会連合会業務受託料



当初予算額 補正額
最終予算額

(a)
決算額

 (b)
差　　額
  (a-b)

摘　　　　要

千円 千円 千円 円 円

50,881 983 51,864 51,579,622 284,971

41,271 338 41,609 42,111,471 △ 501,931

 ｱ. 職員給与費 34,856 △ 66 34,790 35,254,275 △ 464,431

 ｲ. 社会保険等負担金 5,731 173 5,904 5,925,718 △ 21,500

 ｳ. 積立金 684 231 915 931,478 △ 16,000

9,610 645 10,255 9,468,151 786,902

 ｱ. 一般管理運営費 9,120 645 9,765 8,995,825 769,228

 ｲ. 理事会・総会費 490 0 490 472,326 17,674

42,205 △ 2,725 39,480 37,623,240 1,854,910

606 80 686 628,264 56,936

 ｱ. 職業訓練指導員講習費 342 80 422 417,269 3,931

 ｲ. 経験交流プラザ事業費 264 0 264 210,995 53,005

39,687 △ 1,787 37,900 36,430,913 1,467,637

 ｱ. 技能検定事業運営費 7,081 628 7,709 8,157,203 △ 448,603 （印刷製本費等の増）

 ｲ. 学科試験実施費 2,286 △ 381 1,905 1,538,550 365,982

 ｳ. 実技試験実施費 30,320 △ 2,034 28,286 26,735,160 1,550,258 （検定材料費等の減）

1,912 △ 1,018 894 564,063 330,337 （旅費の増）

93,086 △ 1,742 91,344 89,202,862 2,139,881

7,808 △ 750 7,058 7,066,273 △ 6,810

3,788 80 3,868 3,816,483 52,980 (消耗品等の増）

80 0 80 67,421 12,579

210 0 210 142,459 67,541

2,080 650 2,730 2,870,638 △ 140,638 （講習開催経費の増）

150 20 170 169,272 728

1,500 △ 1,500 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

7,808 △ 750 7,058 7,066,273 △ 6,810

100,894 △ 2,492 98,402 96,269,135 2,133,071

収入決算額（円） 当期剰余金処分額

支出決算額（円） 　(1) 財政調整積立金（円） 1,000,000

決算差引額（円） 　(2) 次期繰越金（円） 2,842,000

当期剰余金（円）

 (3) 技能競技大会関係事業費

　合　    　計

　　補助対象外 事業支出計

補助対象 事業支出計

 １　 対象外事業費

 (6) 技能振興費

 (5) 認定職業訓練校指導費

 (4) 管理監督者訓練等実施費

 (3) ＣＳ技能評価試験実施費

 (2) BC検定試験実施費

 (1) 対象外事業管理費

 ２  特定資産取得支出

 ３　繰入金支出

(支　出)

科　　　目

3,842,000

3,842,000

96,269,135

100,111,135

 １　管理費

 (1) 人件費

 (2) 一般業務運営費

 ２　事業費

 (1) 職業訓練振興事業費

 （2）技能検定等事業費



31,900

42,711,900

利息 0

若年技能者人材育成支援等事業

 ②ものづくりマイスターの
  活用

 ①地域における技能振興事業

42,680,000

五輪予選
参加手数料

3,641,512

3,303,839

13,060,807

20,050,479

2,655,26340,056,637

消費税

令和５年度 厚生労働省委託事業 収支決算書

（若年技能者人材育成支援等事業）

(若年技能者人材育成支援
等管理費基金繰出金を含
む)

事業名 契約額 支　出 返還金収　入

人件費

事業費

（単位：円）

管理費

 ③地方公共団体、経済団体等
  との連携会議の開催

委託料 42,680,000

消費税10％



科　　　　　　目 金　　　　　　　額 科　　　　　　　目 金　　　　　　　額

（流　動　資　産） 14,302,923 （流　動　負　債） 10,460,923

  (1) 現金預金 12,027,201   (1) 未 払 金 3,826,267

  (2) 未 収 金 2,095,142   (2) 前 受 金 6,013,700

  (3) 前 払 金 175,080   (3) 預 り 金 620,956

  (4) 仮 払 金 5,500

（固　定　資　産） 25,875,276 （固　定　負　債） 3,366,501

  (1) 特 定 資 産 19,326,465   (1) 退職手当引当金 3,366,501

  ・退職手当積立金 3,366,501

　・減価償却積立金 4,236,506

　・財政調整積立金 10,158,299

　・技能者育成基金 1,565,159

（正　味　財　産） 26,350,775

  (2) 什 器 備 品 6,548,811 　うち特定資産への充当額

  ・減価償却積立金 4,236,506

  ・財政調整積立金 10,158,299

  ・技能者育成基金 1,565,159

合　　　計 40,178,199 合　　　計 40,178,199

貸　　借　　対　　照　　表

借　　　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　　　方

令和６年３月３１日現在
（単位：円）



区　　　　　   　　分

（資　産　の　部）

　1　流動資産 14,302,923

　　　現金預金 12,027,201

　　　　　現金 490,969

　　　　　普通預金     　　   11,536,232

　　　未収金 2,095,142

　　　前払金 175,080

　　　立替金 5,500

　２　固定資産 25,875,276

　　　 特定資産 19,326,465

　　　　　技能者育成基金 1,565,159

　　　　　退職手当積立金 3,366,501

　　　　　減価償却積立金 4,236,506

　　　　　財政調整積立金 10,158,299

　　　備品         　　　　    　179  個 6,548,811

40,178,199

（負債の部）

　１　流動負債 10,460,923

　　　 未払金 3,826,267

　　　 前受金 6,013,700

　　　 預り金 620,956

　２　固定負債 3,366,501

　　　 退職手当引当金 3,366,501

13,827,424

26,350,775

負　　　　　債　　　　　合　　　　　計

正　　　　　味　　　　　財　　　　　産

金　　　　　　額

財　　　　産　　　　目　　　　録

令和６年３月３１日現在

（単位：円）

資　　　　　産　　　　　合　　　　　計


